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第 回香川ジュニア音楽コンクー

ル（ 月３日・穴吹学園ホール）

グランプリ 木管楽器部門（フ

ルート）・山本涼音（高松一高３

年）

準グランプリ 声楽部門・中村

心澪（高松一高２年）▽声楽部門

・青柳朱音（同３年）

石井ルリ子賞（童謡部門から選

出） 西崎遥希（新番丁小２年）

日
にっ

本
ぽん

財
ざい

団
だん

が推
すい

進
しん

する「海
うみ

と日
にっ

本
ぽん

プロジェクト」の一
いっ

環
かん

として、９

月
がつ

日
と お か

と 日
にち

に開
ひら

かれた「かがわｓｅａマスター 海
うみ

のええもん見
み

っけ隊
たい

」。隊
たい

員
いん

に選
えら

ばれた県
けん

内
ない

小
しょう

学
がく

５、６年
ねん

生
せい

計
けい

人
にん

がまとめた

今
こん

回
かい

の新
しん

聞
ぶん

のテーマは「森
もり

と海
うみ

のつながり」です。

森と海の深いつながり実感

保水力の違い観察
⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊇

∪
∪
∪
∧ ⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂ ∩

∪
∪
∪

⊃

丸亀でフィールドワーク

保水力のある地面をスポンジに見立て 水がゆっくりと

流れることを確認する隊員たち

隊
たい

員
いん

たちは 日
にち

、丸
まる

亀
がめ

市
し

の綾
あや

歌
うた

森
しん

林
りん

公
こう

園
えん

で

フィールドワークを行
おこな

いました。森
しん

林
りん

イン

ストラクターの担
たん

当
とう

者
しゃ

と一
いっ

緒
しょ

に山
やま

に入
はい

って、

遊
ゆう

歩
ほ

道
どう

の土
つち

の状
じょう

態
たい

を観
かん

察
さつ

。踏
ふ

み固
かた

められた

地
じ

面
めん

は水
みず

が染
し

み込
こ

みにくいなど、保
ほ

水
すい

力
りょく

が

ほとんどないのに対
たい

し、落
お

ち葉
ば

が積
つ

もった土
つち

には多
おお

くの水
みず

が染
し

み込
こ

んでいくのを確
かく

認
にん

しま

した。担
たん

当
とう

者
しゃ

が「森
もり

の木
き

々
ぎ

が減
へ

ると、雨
あめ

が降
ふ

ったときに土
ど

砂
しゃ

や濁
にご

った水
みず

が大
たい

量
りょう

に海
うみ

に流
なが

れ出
で

て、周
しゅう

辺
へん

の海
うみ

の植
しょく

物
ぶつ

や魚
さかな

に大
おお

きな影
えい

響
きょう

を与
あた

える」と説
せつ

明
めい

。隊
たい

員
いん

たちは、森
もり

が水
みず

の流
りゅう

出
しゅつ

量
りょう

を調
ちょう

整
せい

する大
おお

きな役
やく

割
わり

を果
は

たし

ていることを理
り

解
かい

しました。

山
さん

中
ちゅう

では、人
ひと

が歩
ある

いて踏
ふ

み固
かた

められた地
じ

面
めん

と、落
お

ち葉
ば

が積
つ

もっている場
ば

所
しょ

に水
みず

を流
なが

し、

保
ほ

水
すい

力
りょく

の違
ちが

いを観
かん

察
さつ

。落
お

ち葉
ば

と腐
ふ

葉
よう

土
ど

の層
そう

を通
とお

った水
みず

は栄
えい

養
よう

分
ぶん

が多
おお

く、川
かわ

を通
つう

じてゆっ

くりと海
うみ

に流
なが

れていくことで、海
うみ

の生
い

き物
もの

に

もよい影
えい

響
きょう

を与
あた

えていることが分
わ

かりまし

た。途
と

中
ちゅう

、遊
ゆう

歩
ほ

道
どう

には木
き

々
ぎ

から伸
の

びた葉
は

に

雨
あま

水
みず

が光
ひか

っていました。雨
あめ

は葉
は

に当
あ

たること

で、ゆっくりと地
じ

面
めん

に落
お

ち、ゆっくりと染
し

み

込
こ

んでいくそうです。

約
やく

１時
じ

間
かん

半
はん

のフィールドワークで、森
もり

の中
なか

には豊
ゆた

かな海
うみ

をつくる自
し

然
ぜん

のシステムがたく

さんあることが体
たい

感
かん

できました。森
もり

と海
うみ

は深
ふか

くつながっていることを意
い

識
しき

して、環
かん

境
きょう

を

守
まも

る生
せい

活
かつ

を続
つづ

けていきたいです。

森林インストラクターの説明を聞く隊員たち

◆秋山諒太さん（一宮小５年）これか

らは、海
うみ

でごみを拾
ひろ

ったり、里
さと

海
うみ

の活
かつ

動
どう

を通
つう

じて、海
うみ

の環
かん

境
きょう

を元
もと

通
どお

りにす

る手
て

伝
つだ

いをしていきたいです。

◆松本絆愛さん（牟礼北小５年）藻
も

場
ば

や漁
ぎょ

礁
しょう

などを学
まな

び、私
わたし

たちと海
うみ

のつ

ながりついて考
かんが

えました。海
うみ

の環
かん

境
きょう

を良
よ

くする取
と

り組
く

みをしたいです。

◆吉田結香さん（新番丁小６年）豊
ゆた

か

な森
もり

を守
まも

るため、木
き

を増
ふ

やすなどたく

さんのことを学
まな

びました。今
こん

後
ご

も環
かん

境
きょう

を守
まも

る行
こう

動
どう

をします。

◆今田愛子さん（牟礼北小５年）海
うみ

の

環
かん

境
きょう

、森
もり

と海
うみ

のつながりなどを学
まな

ん

だので、ごみ拾
ひろ

いをする、ポイ捨
す

てを

しないことを実
じっ

行
こう

していきます。

◆武田結菜さん（新番丁小６年）藻
も

場
ば

を守
まも

るために種
たね

まきは必
ひつ

要
よう

だけど、自
じ

分
ぶん

にできることもあります。藻
も

場
ば

の大
たい

切
せつ

さを友
とも

達
だち

や家
か

族
ぞく

に伝
つた

えます。

◆中條和真さん（国分寺北部小６年）

藻
も

場
ば

は魚
さかな

のすみかとして、大
おお

きな役
やく

割
わり

があることが分
わ

かりました。まずは

ごみ拾
ひろ

いから取
と

り組
く

みたいです。

◆田所美杜さん（鬼無小５年）人
ひと

が便
べん

利
り

さを求
もと

めることで、海
うみ

などの環
かん

境
きょう

が悪
わる

くなることもあることを知
し

りまし

た。

◆松家由依さん（牟礼北小５年）森
しん

林
りん

や生
い

き物
もの

すべてが、海
うみ

につながってい

ます。電
でん

気
き

は必
ひつ

要
よう

な時
とき

以
い

外
がい

は消
け

すなど、

すぐできることを実
じっ

行
こう

したいです。

◆十川世怜さん（新番丁小５年）オリ

ーブハマチが元
げん

気
き

に育
そだ

つための工
く

夫
ふう

な

どを学
まな

びました。また、海
うみ

ごみを拾
ひろ

う

イベントがあれば参
さん

加
か

します。

◆井口諒さん（一宮小６年）藻
も

場
ば

が

魚
さかな

の卵
たまご

や稚
ち

魚
ぎょ

を守
まも

っていることに驚
おどろ

きました。いろいろなことを学
まな

ぶこと

ができて、楽
たの

しかったです。

◆小松亜弥理さん（栗林小６年）海
うみ

だ

けでなく、山
やま

や森
もり

、里
さと

もきれいにする

ため、身
み

の回
まわ

りのものをコツコツとき

れいにしていきたいです。

◆平岡夕奈さん（柞田小６年）山
やま

の小
ちい

さな川
かわ

は、大
おお

きな川
かわ

、海
うみ

へとつながっ

ていることが分
わ

かりました。環
かん

境
きょう

を

崩
くず

さない生
せい

活
かつ

をしたいです。

藻場の大切さ伝えたい◆川崎智生さん（亀阜小６年）海
うみ

は本
ほん

当
とう

に大
たい

切
せつ

だなと思
おも

いました。瀬
せ

戸
と

内
ない

海
かい

の特
とく

徴
ちょう

を生
い

かし、環
かん

境
きょう

を良
よ

くするた

めに努
ど

力
りょく

していきたいです。

◆江浪あいりさん（牟礼北小５年）海
うみ

や森
もり

のために、クリーン活
かつ

動
どう

やごみの

分
ぶん

別
べつ

を心
こころ

がけたり、マイバッグなど

を持
も

ち歩
ある

く活
かつ

動
どう

をしていきたいです。

◆岡﨑玄宗さん（附属坂出小６年）森
もり

は海
うみ

に栄
えい

養
よう

を補
ほ

給
きゅう

し、生
せい

物
ぶつ

の「支
ささ

え」

になっています。これからは、ごみ拾
ひろ

いなどできることをやっていきます。

◆平井穂さん（多肥小６年）海
うみ

の環
かん

境
きょう

を守
まも

るためごみ拾
ひろ

いやマイバッグ

を持
も

つなど簡
かん

単
たん

にできることもありま

す。友
とも

達
だち

にも呼
よ

び掛
か

けたりしたいです。

今後も環境守る行動を
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